
The University of Tokushima (2011)〉 Faculty of Integrated Arts and Sciences〉 人間社会学科 国際文化コース 歴史・社会サブコース [⇒Japanese]

アメリカ文化論 (その 1) 2 units 2nd-year(1st semester)

Kayoko Ueno · Professor / Department of Civil and Environmental Studies

Target〉 アメリカ社会学の理論や概念をいくつか講義しながら，少年犯罪，いじ
め，児童虐待，経済格差，自尊心の低下といった社会的関心の高い問題を考
えていきます．

Outline〉 具体的な例 (非行，いじめ，不登校，児童虐待，精神疾患，ADHD等)を
用いて，アメリカ社会学の主要な理論や概念を分かりやすく説明します．メ
ディア報道の分析方法 (メディアリタラシー)，問題の公的統計の社会学的解
読方法などについても講義します． 授業では，私たちの個人的な悩みやトラ
ブルと受けとめられることでさえも，すべて社会的な起源と文脈があるとい
う点から考えていきます．

Notice〉 地域システムコース『青少年問題研究 II』(地域システムコース)との合
同講義なので，両方の授業に登録することはできない．

Goal〉 受講後，皆さんが，テレビや新聞が報じる子どもと青少年の諸問題や自
分自身の問題について少しでも違った見方ができるようになることを期待し
ます．

Schedule〉
1.オリエンテーション/ 「犯罪」「病気」「障害」「問題」の社会学的な捉え方

(逸脱の社会学)
2.ひとはどのようにして非行少年や異常者になってしまうのか (ラベリング論
を学ぶ)

3.ひとはなぜ犯罪をおかすのか 1◯諦められない人生について (アノミー理論を
学ぶ)

4.ひとはなぜ犯罪をおかすのか 2◯下位文化論 3◯損得勘定で人生を生きる (ボン
ド理論を学ぶ)

5.少年犯罪の「増加・深刻化」について (公的統計の社会学的な解読法を学ぶ)
6.いじめ問題 (予言の自己成就について学ぶ)
7.児童虐待の「増加・深刻化」について (社会問題の社会構築主義を学ぶ)
8.医療化現象
9.モラルパニック ―社会問題報道と厳罰主義

10.メーガン法の成立
11.性的虐待とバックラッシュ
12.子どもの時代の記憶論争
13.アイデンティティのポリティクス
14.講義のまとめ

15.受講生発表
Evaluation Criteria〉 授業への参加度や発表などを総合的に評価する．レポート
による評価 (7割)，授業への参加度ならびに発表 (3割)．

Re-evaluation〉 無
Textbook〉 教科書なし．毎回配布するレジュメに関連文献を記載する．
Reference〉 バリーグラスナー著，松本薫訳，2004年『アメリカは恐怖に踊る』
草思社;ジョエル・ベスト著，林大訳，2002年『統計はこうしてウソをつく』
白揚社など

Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=219049
Contact〉
⇒ Ueno (+81-88-656-7682, ueno@ias.tokushima-u.ac.jp) Mail (Office Hour:
毎週 木曜日 11時50分∼ 12時50分)
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